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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・兼田　順子様～東病棟Bユニット1号室

[bookmark: _GoBack]【転出】
・三浦　勝廣様～東病棟合併症室→南病棟Aユニット112号室

＜患者様連絡事項＞
・白坂　サエ様～血糖測定4検　継続指示あり。

・小向　ヒサ子様～血糖測定1検　継続指示あり。

・寺戸　芳次郎様～介護認定調査実施。

・安達　貴浩様～咽頭痛訴えあり、小栁Drへ報告。トローチ0.25mg　10錠処方あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中、他室侵入繰り返し早めに開放観察終了とする。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中、過度な飲水行為なく、不穏、興奮、他者トラブルなく経過している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。本日より、午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、適度に他者交流見られ、不穏、興奮、トラブル無く経過している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

＜村上Dr診察状況＞
・中里 小夜子様～主治医診察にて南病棟へ転出可とのこと。臨時薬同内容にて継続処方。

・寺戸 芳次郎様～臨時薬同内容にて継続処方。傾眠がちで食事摂取量少ない時もあること報告するも経過観察とのこと。

・木村 順一様～臨時薬メマンチン増薬となり、他は継続処方。傾眠がちで食事摂取量も少
ない時もある事報告するも経過観察とのこと。

＜金Dr診察状況＞
・大塚　勇人様～臨時薬継続処方、指示変更なし。

・中村　聡様～指示変更なし。西病棟転出許可あり。

・田島　博文様～臨時薬継続処方、指示変更なし。

・山本　幸子様～臨時薬継続処方、指示変更なし。

・山田　安子様～便秘傾向あり便秘時ピコスルファートNa液指示あり。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：兼田　順子様（かねた　じゅんこ）様
　生年月日：昭和24年7月1日(75歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　　R5年11月八戸市立市民病院から転院となり外来通院していた。
　R6年6月7日に症状改善にて終診となるも、症状再燃し同年11月
　12日に再度受診、薬物療法開始となった。その後も数日置きに
　電話にて不眠、不調の相談や入院加療の希望あり。R6.11.25任意
　入院となるが、入院直後より退院希望あり同日退院となる。以降
　は定期的に外来通院していた。R7年5月頃より精神的に不調と
　なり、都度薬剤調整をしていたが、徐々に食事量が低下。食事を
　摂ろうとするも、食べられなかったらどうしようという予期不安
　からも食べられず、現在は水分しか摂れないと訴えあり。これ
　以上の薬剤調整は入院での対応となる旨を医師から説明あり。
　本日、入院希望にて受診。しかし、診察内では入院するかどうかを
　自ら判断できず、食思不振が続いていて思うように食事が摂れていな
　い不安を繰り返し、入院同意が困難な状態。三男様へ連絡し
　上記状況をお伝えし、医療保護入院について説明、入院同意を
　得られるか確認。次男とも相談のうえ、三男を同意者とし
　医療保護入院へ同意得られる。　
　14：30東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
　


